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138 
男女が共に参画し 多様な生き方が選択できる社会をめざして 

出典： R6男女共同参画白書 （内閣府） 

特－14図 女性特有、男性特有の病気の総患者数 （年齢階級別・令和２(2020)年）  

令和 6年版 

男女共同参画白書（内閣府） 
仕事と健康の両立 

特－69図 両立支援は新たなステージへ 

 内閣府より令和６年男女共同参画白書が６月１４日に 

公表されました。 
 

 我が国における家族の姿は変化し、人生は多様化し、 

昭和 60(1985)年には、全世帯の４割を占めていた 

「夫婦と子供」の世帯は、令和２(2020)年には全体の

25％となり、単独世帯とひとり親世帯が全体の約半数を  

占めるようになりました。令和５（2023）年時点で、共働き 

世帯数は専業主婦世帯数の３倍となっており、未婚女性の 

理想も、未婚男性の将来のパートナーに対する期待も、 

家庭と仕事の両立を望む人の割合が上昇するなど、若い 

世代の理想とする生き方、働き方は変わってきています。 

このように職業観・家庭観が変化する中において、 

「男性は仕事」「女性は家庭」の「昭和モデル」から、全ての 

人が希望に応じて、家庭でも仕事でも活躍できる社会、 

「令和モデル」に切り替える必要があり、男女ともに、一人 

一人が希望に応じて、自らの個性と能力を最大限に発揮し、 

持続的に活躍していくためには、健康課題と上手に付き  

合っていくことが「令和モデル」の実現に向けた基盤と  

なるとしています。 

 

男女で異なる健康課題  （資料【特-14図 参照】） 

女性が不本意に離職することなく、キャリアを形成し 

ていくためにも、仕事と家事・育児等の両立支援に加え 

て、女性特有の症状を踏まえた健康への理解・支援等の 

「健康との両立」が求められるとしています。 

 

両立支援は新たなステージへ （資料【特-69図 参照】） 

企業の労働力の確保・労働生産性の向上のためにも 

健康支援は必要不可欠であり、職業生活における「健康」の 

維持・増進は、従業員の「ウェルビーイング」を高め、企業に 

おける生産性を向上させることが期待でき、社会全体で 

健康課題に取り組むことで、人々の労働参画や地域活動 

などへの参画が拡大し、日本経済の成長や地域を含めた  

社会全体の活力向上につながるであろうと指摘してい 

ます。 

家族の姿の変化 

 
＜令和２(2020)年＞ ＜昭和 60(1985)年＞ 

 



上映会の様子。当日は沢山の方からのご参加が 

ありました。ありがとうございました。 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会 

日本にも溢れるファストファッション。そのアパレルブランドを 

支えるバングラデシュの首都ダッカのおびただしい数の繊維工場。 

過酷な環境で働き、家族を養う女性たちが、環境を改善すべく立ち 

上がる姿を描くヒューマンドラマの上映会を開催しました。 

 

 

「バングラデシュの女性が直面する性差別問題に関心を持った。」 

「想像以上にいろいろな意味で考えさせられる作品だった。性別に 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ハイヒールを履いたお坊さんと一緒に考える 人がそれぞれの色で輝くためのヒント 

今回、講師としてお迎えした西村宏堂さんは、メイクアップアーティストであり、浄土宗の 

僧侶の方であり、LGBTQ活動家でもあります。その活動は、世界各国の多くの人に支持 

されています。講演では自身の幼少時代、海外留学から、今現在までの生い立ちや経験を 

とおして、苦悩した事、変わるきっかけなど、「自分らしく輝き、生きるために必要なこと」 

とは何か、また、自分が輝くためのヒントをアドバイスいただきました。 

報 告 
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講 師 | 西村 宏堂 さん （アーティスト・僧侶） 

参加者からは、「多様性について、ジェンダーに限らず多面性を認め合う事が大事と 

感じました。」「“普通とは”その人の価値観によるところが大きく、自分が感じている普通は 

必ずしも正しいとは限らないと再確認しました。」など、沢山の感想が寄せられました。 

今回の講演会は、会場参加が満席、急遽別室を用意するほどの盛況でした。 

また、前年度に引き続きオンライン（Zoomウェビナー）配信や、小千谷市、妙高市、 

村上市など県内 11市でサテライト会場が設営され、遠隔地のみなさまを含め、 

幅広い世代から合計  約 444 人 の方々から参加していただきました。 

講
師
の 

西
村
宏
堂
さ
ん 

直
接
会
場
の
様
子 

の男女共同参画週間に合わせ、今年度も新潟ユニゾンプラザ 

階屋内スペースにて、 男女共同参画週間の案内や、 

財団・フェスティバルの紹介を展示しました。 

多くの来館者から、高い興味や関心を持っていただき、今回の講演会や 

関連事業等に参加される方のきっかけづくりにもなりました。 

男女共同参画週間に屋内展示を開催！ 

令和 6年度 新潟県女性センター講座 

【 関連事業 の 開催報告 】 

【 基調講演 の 開催報告 】 

6 
sun 

ひと ひとひと ひと

6月 22日から 23日に、新潟ユニゾンプラザにて「にいがた女と男フェスティバル2024」を開催。 

基調講演会と関連事業のＤＶＤ上映会・セミナーは、皆さまのおかげで盛況のうちに終了することができました。 
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高い評価と感想をいただきました。 

 

 

ダイバーシティ＆インクルージョンについて楽しみながら考えるために 

開発された「クロスロードダイバーシティゲーム」を体験し、参加者同士で 

意見交換を行いました。 

 20代男性社員、管理職の女性、新入社員などそれぞれの立場になって、 

キャリアや育児との両立、LGBTQ等…、判断が難しいケースでのジレン 

マを自分ごととして考え、意見を自分の言葉で伝え、聞き合います。 

ゲーム後のふりかえりでは、「大切にしたいことは人それぞれ」「環境、 

経験、背景によって考えが変わる」「他の人の意見に耳を傾ける大切さ」等、 

体験を通して改めて気づき感じたことが語られていました。 
当日の様子。初めての方も参加しやすいセミナー

 

令和 6年度 ミニセミナー 

＊参加費： 無 料 

＊各市町村と共催で開催しております 

 

7 

１4：00～１5：30  

パパ育休が当たり前に 

男性の育児休業への取り組み方

魚沼市 

１0：00～１1：30  

昔と今って、どう違うの？ 
～家族みんなでいっしょにやる方法～ 

加茂市 

１0：00～１2：00  

ハーブでココロを整える 
～女性のためのリフレッシュ講座～ 

津南町 

地域セミナーの
ご案内 

＊＊ 詳細は決まり次第、各開催市町村や財団ＨＰで情報を掲載いたします。 

小千谷市 

上越市 

新発田市 

南魚沼市 

三条市 

佐渡市 

柏崎市 燕 市 

下記の地域でもセミナー開催決定  
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の【 関連事業 の 開催報告 】 

講師の竹本記子さんから、話し合いが進まない理由として、性別役割 

分担意識などの心のバイアスが言動を通して表れ、意見が言えない事に 

つながる。思い込みや境界線を埋め、相互理解を進めるためには、意見の 

背景や本質を発見する「対話」が重要である等の講義の後、対話を促進する 

ファシリテーションや伝える時の文章の組み立て等について、実践的に 

学びました。 

参加者からは、「テンポよく進むセミナーだったのもあり、楽しく参加 

しながら深い学びになりました」「ゴールの決め方などをはじめ、様々な 

テクニックを教えていただき勉強になりました」等、感想がありました。 



  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【編集後記】 

今号も最後までお読みいただき、ありがとう 

「健康」というキーワードの特集でした。 

今号の制作も、フェスティバルも、健康だから 

 

健康維持も考えながら、次の記事を探そうと 

思います。（すけ） 

編集・発行  

  

 

●電話      

●fax      

●メール    npwf@npwf.jp 

● ://npwf.jp 

●   新潟県女性財団 

●HP FB X

公益財団法人 新潟県女性財団 
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三条女性会議は、平成 8（1996）年の設立より「女性と男性があらゆる 

分野で、共に参画し、支え合う社会をつくること」に向けて活動しています。 

 過去には「女性のため電話相談」や、三条おやこ劇場と協働で「社会風刺 

コント集団ザ・ニュースペーパーの公演」をやりました。  

 行政・関係団体等と男女共同参画社会実現へ向けての意見交換も行って 

います。 

 現在、活動の二本柱として毎月発行している広報誌 “鮮度一番！” は、 

この 6月で 296号となりました。 

 そしてもう一つの柱、燕三条エフエム放送の担当番組「ワイワイ女性ひろば」 

では、行政の人をお呼び

 

いる人をお呼びして、その会の誕生からやりがい、今後の目標等をお聞きし 

貴  

いる人気のテーマとなっています。    

会 員 情 報 

 0256-32－3667 

 0256-32－3679 

女性と男性が 
支え合う社会をつくる 

県からの 

 

 

課題が多様化、複雑化している中 、その問題や背景、 

 

かつ自立して暮らせる社会の実現に寄与することを目的として、 

 

令和６年４月１日に施行されました。

  

基本計画を策定し、女性が安心かつ自立 

 

 

 

してまいります。 

   

新潟県の現状（相談対応状況） 

 025-280－5216 

令和 年 月 日から 

が施行  「女性支援新法」


